





Planning of Workshop type teaching on “Education 
Technique”, “Subject teaching” and “Practical training”






























































































































































































































ハリス：“プライミニスター HOTTA さん，USA の President はバクフを support します”
　　　　アメリカ合衆国と条約を結びましょう．日本のためです．
　１　イギリスは清国にアヘン戦争をしかけ，清国はみじめな負け方をしました．
　　　林則徐はクビになり，領土が取られました．
　２　アロー号事件のときはフランスもイギリスの加担しました．
　３　イギリスもフランスも日本を狙っています．
　４　アメリカと条約を結べば，イギリスもフランスも日本に手がだせません．
　５　アメリカの条約国と戦争をすればアメリカと戦争することになるからです．
＜堀田老中のシナリオ＞
　１　我が国は清国，および阿蘭陀だけと通商をおこなっている．
　２　露西亜より通商の申し出があったが，追い返した．
　３　アメリカ合衆国の捕鯨船の上陸は認めない．武力で追い返す．
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２）第２校時
　指導案は表３に示すとおりである．
＜意見リスト＞
　意見１：攘夷か開国か
　　　１　外国船はすべて打ち払い，近づけさせない（無二念打ち払い）．
　　　２　外国船が来たら，薪，水，食料を与えて立ち去らせる（薪水給与令）．
　　　　　→１，２を選んだ藩は意見２に進みなさい．
　　　３　オランダ，中国以外の外国船の入港と貿易を認め攘夷はおこなわない．
　　　　　→３を選んだ藩は意見３に進みなさい．
　意見２：攘夷の実行
　　　１　幕府の指揮のもとで攘夷にあたる．
　　　２　天皇のもとで攘夷にあたる．
　　　　　→攘夷の藩はこれで終わりです．
　　　　　　開国の藩は意見４に進んでください．
　意見３：開港
表３　第２校時の指導案
教師の指示 生徒の活動 留意
導
　
入
前の時間の振り返りをします．
教科書を読んでください．
江戸幕府の意見を振り返ります．
教科書を読む．
江戸幕府グループが発表する．
展
　
　
　
　
　
　
開
＜ロールプレイ１＞
両藩のグループは，堀田老中から
書簡を受け取りました．
長州藩グループと有馬藩グループ
「意見」から選択して返事を作って
ください．
他の人は「意見」をみてください．
水戸藩と有馬藩の人は意見とその
理由を発表してください．
＜ロールプレイ２＞
幕府と長州藩・薩摩藩との間で戦
争が始まりました．どちらに味方
しますか．決めてください．
江戸幕府グループ
　書簡を読み上げる．
長州藩グループと有馬藩グループ
はそれぞれ話し合う．
長州藩グループと有馬藩グループ
は発表する．
有馬藩グループはどちらに味方す
るかを決める．
老中からの書簡は黒
板に貼りだす
意見は多いので，プ
リントにして全員に
配布する．
振
り
返
り
振り返りをします．
１　日本国中が同じ情報を持って
いたわけではなかった．
２　堀田老中の書簡は幕府の独裁
的権威を弱めた．
３　関税は幕府も藩も疎かった．
４　最大の焦点は治外法権だった．
板書を写す． 板書する．
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　　　１　神奈川，函館，新潟，神戸の開港を認める．
　　　２　これまでどおり長崎のみに限る．
　意見４：交易
　　　１　特許商人だけとの交易を認める．
　　　２　自由取引とする．
　意見５：関税自主権
　　　１　関税率は我が国が一方的に決める．
　　　２　外国の同意のうえで決める．
　意見６：治外法権
　　　１　外国人の犯罪はわが国の法によって裁く．
　　　２　外国人の犯罪は出身国の法によって裁く．
　意見７：外国人の藩内通過
　　　１　長崎と同様に外国人は居留地に閉じ込め監視する．
　　　２　外国人の藩内通過を認める．
　意見８：天皇の勅許
　　　１　天皇の勅許が必要である．
　　　２　天皇の勅許はいらない．
第４節　「教職実践演習」における「学びの集大成と課題の発見」（白石作成）
　１	 	教育実習における授業実践をもとに，評価表を使って「学びの集大成と課題の発見」
をおこなう．
　２	 	以下の評価表は，「履修カルテ」をもとに，ワークショップ型授業での「学び」を振
り返るためのものです．業実践を振り返ってください．
　　　　１　授業のための「調べ学習」ができ，実行できる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　２　生徒を興味づけ，励ますコミュニケーションができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　３　生徒にわかりやすい説明ができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　４　生徒を活動させる授業を計画し，実行することができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　５　論理的に考えるように生徒を導くことができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　６　生徒を自発的に学習させることができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　７　worksheet を作成し，学習成果を定着させることができる．
　　　　　　　　　　１　かなりできる　　２　ある程度できる　３　あまりできない
　　　　８　この後，深めたいと思うことを書いてください．
　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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第３章　今後の課題
ワークショップ型授業は，学校教育法に規定された「基礎的・基本的な知識及び技能」を確
実に習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な「思考力，判断力，表現力」の
能力をはぐくむとともに，「主体的に学習に取り組む態度」４）の育成に有効な授業方法である．
しかし，ワークショップ型授業は，その緒についたばかりであり，教育実習における授業事例
としては，いくつかの課題がある．
１）	 	受講生自身がワークショップ型授業の体験がないために，ワークショップ型授業への受
講生自身の理解が必要である．
２）	 	教科に対応したワークショップ型授業モデルを開発する．今回は中学社会だけを提示し
たが，他の教科においてもそれぞれのワークショップ授業モデルを提示せねばならな
い．このような授業モデルの開発を学部の専門教員とともにおこなっていかねばならな
い．
３）	 	ワークショップ型授業モデルの設計において留意すべきは，それがあくまで中学校，高
等学校の授業であるということである．アクティブ・ラーニングは大学において，研究
のための実習あるいは演習として行われてきたものである．そのため，学部の専門教員
は研究指向を持ってアクティブ・ラーニングへと向かう傾向がある．ワークショップ型
授業モデルの開発においては，現場の教師の協力が必要である．
いずれにせよのカギとなるのは，ワークショップ型授業のモデルの開発である．今後の教師
養成課程の課題である．
【注】
１）平成29年３月文部科学省大臣告示「中学校学習指導要領」
２	）中教審第197号「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について」平成28年12月
３	）上条晴夫，江間史明編著，2005，『ワークショップ型授業で社会科が変わる：「参加・体験」
で学びを深める授業プラン19』，図書文化社，11頁
４）学校教育法第30条第２項
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